
彩
の
歳
時
記 

 
 

平
成 

二
十
一
年 

八
月 

 
 

 
君
待
つ
と 

我
が
恋
ひ
を
れ
ば 

我
が
宿
の 

簾簾
す
だ
れ

動
か
し 

秋
の
風
吹
く 

 
 

 
 

額

田

王

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

【
生
没
年
丌
詳
】 

「
あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
と
、
簾
を
動
か
し
吹
い
て
く
る
秋
の
風
に
も｢

は
っ｣

と
し
、
心
安
ら
ぐ
暇
が
な
い
の
で
す
」 

万
葉
集
の
代
表
的
歌
人
・
額
田
王
が
天
智
天
皇
【6

2
6

～6
7
2

】
を
思
っ
て
詠
ん
だ
歌
。 

王
は
天
武
天
皇
【6

3
1

～6
8
6

】
に
嫁
ぎ
、
の
ち
に
天
智
天
皇
に
仕
え
ま
し
た
。 

 
 

日
差
し
を
避
け
つ
つ
風
を
通
す
「
簾
」
は
平
安
時
代
の
寝
殿
造
で
は
、
外
に
開
か
れ
て
い
な
が
ら
も
、 

外
か
ら
の
侵
入
を
構
造
的
・
心
理
的
に
拒
む
屏
障
具
。
貴
族
に
と
っ
て
「
簾
」
の
内
世
界
は
、
精
神
的 

安
ら
ぎ
の
空
間
で
し
た
。
尊
敬
語
で
「「
御御
簾簾((

みみ
すす))

」」
と
呼
ば
れ
「
源
氏
物
語
」
に
多
く
登
場
し
物
語
の 

展
開
を
左
右
し
ま
す
。
近
年
の
ア
ジ
ア
ン
ブ
ー
ム
な
ど
で
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。 

八
月
の
異
称 

葉
月

は

づ

き 

葉
の
落
ち
る
「
葉
落

は

お

ち

月づ
き

」、
初
め
て
雁
が
来
る
「
初は

つ

来
月

き

づ

き

」、
稲
の
穂
が
張
る
「
穂ほ

張ば
り

月づ
き

」
な
ど
の
意
。 

八
月
の
暦 

一
日 

 

八
朔(

は
っ
さ
く) 

八
月
朔
日(

つ
い
た
ち)
の
略
。
徳
川
家
康
【1

5
4
3

～1
6
1
6

】
が
天
正
十
八(1

5
9
0
)

年
の
こ
の

日
（
旧
暦
で
は
三
十
日
）
江
戸
城
に
入
城
し
た
と
さ
れ
、
幕
府
は
こ
の
日
を
正
月
に
次
ぐ
祝
日
と
し
て
い
た
。 

 

六
日 

 

広
島
原
爆
忌 

当
時
の
広
島
市
の
人
口
三
十
五
万
人
（
推
定
）
の
う
ち
約
十
四
万
人
が
死
亡
。
二
十
五
万 

人(

原
爆
症
を
含
む)

以
上
と
い
わ
れ
る
犠
牲
者
を
悼
む
慰
霊
祭
が
原
爆
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
世
界
平
和 

を
祈
念
す
る
。
今
年
は
オ
バ
マ
氏
が
米
大
統
領
と
し
て
は
初
め
て
「
原
爆
を
投
下
し
た
ア
メ
リ
カ
の 

道
義
的
責
任
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
話
題
に
。  

七
日 

 

立
秋

り
っ
し
ゅ
う

（
二
十
四
節
気
）
秋
立
つ
日 

暑
い
日
が
続
く
が
暦
の
上
で
は
「
秋
」。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

秋
立
つ
や
一
巻
の
書
の
読
み
残
し 

 

漱
石 

九
日 

 

長
崎
原
爆
忌 

長
崎
市
の
人
口
二
十
四
万
人(

推
定)

の
う
ち
約
七
万
四
千
人
が
死
亡
。
天
を
指
す
右
手
は 

 

原
爆
の
恐
怖
、
左
手
は
平
和
を
、
軽
く
閉
じ
た
目
は
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
る
記
念
像
は
一
九
五
五
年
建
立
。 

 

十
三
日
～
十
六
日 

旧
盆
〔
月
遅
れ
の
お
盆
〕
七
月
十
五
日
の
「
新
の
お
盆
」
に
対
し
て
、
八
月
は
「
旧
の
お
盆
」
と
呼
ぶ

が
、
ひ
と
月
遅
れ
で
あ
る
だ
け
で
旧
暦
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、「
月
遅
れ
の
お
盆
」
が
正
し
い
言
い
方
。 

 

十
五
日 

 

終
戦
記
念
日 

昭
和
二
十
年(1

9
4
5
)

の
こ
の
日
の
正
午
、
昭
和
天
皇
【1

9
0
1

～1
9
8
9

】
は
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て 

敗
戦
を
伝
え
る
「
玉
音
放
送
」（
ぎ
ょ
く
お
ん
ほ
う
そ
う
）
を
行
い
、
国
民
は
こ
の
時
初
め
て
天
皇
の
肉
声
を

聞
い
た
。「
玉
」(

ぎ
ょ
く)

は
天
子
（
天
皇
、
皇
帝
）
の
身
の
周
り
の
も
の
を
尊
称
す
る
た
め
の
接
頭
辞
。 

十
九
日 

 

俳
句
の
日 

平
成
六
年
に8

1
9

の
語
呂
合
わ
せ
で
制
定
。
「
俳
句
」
は
正
岡
子
規
が
作
っ
た
造
語
。 

二
十
日 

 

西
鶴
忌 

浮
世
草
子
・
人
形
浄
瑠
璃
作
者
・
俳
人
・
井
原
西
鶴
【1

6
4
2

～1
6
9
3

】
の
忌
日
。 

 
 

 
 

 
 

代
表
作
に
「
好
色
一
代
男
」
「
世
間
胸
算
用
」
「
日
本
永
代
蔵
」
な
ど
。
同
時
代
で
は
人
気 

 
 

 
 

 
 

作
者
で
あ
っ
た
が
江
戸
末
期
に
は
忘
れ
ら
れ
て
い
た
の
を
明
治
初
期
に
幸
田
露
伴
や
尾
崎 

紅
葉
ら
に
高
く
評
価
さ
れ
、
そ
の
作
品
に
も
影
響
を
不
え
た
。 

二
十
三
日 

処
暑

し
ょ
し
ょ

（
二
十
四
節
気
）「
暑
さ
が
止
む
」
の
意
味
。 

 

八
月
の
歌 

 
 

夏
の
日
の
思
い
出 

 
 

 
 

 

詞
・
曲 

鈴
木
道
明 

 

編
曲 

前
田
憲
男 

 

昭
和
三
十
八
年
に
全
日
本
ハ
ワ
イ
ア
ン
大
会
で
優
勝
し
た
日
野
て
る
子
【1

9
4
5
-
2
0
0
8

】 

の
デ
ビ
ュ
ー
曲
。
甘
く
透
き
通
っ
た
歌
声
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
風
の
マ
イ
ナ
ー
な
メ
ロ
デ
ィ
が 

マ
ッ
チ
し
て
大
ヒ
ッ
ト
、
現
在
で
も
夏
の
定
番
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
は
も
と 

も
と
は
「
ワ
ン
・
レ
イ
ニ
ー
ナ
イ
ト
・
イ
ン
・
ト
ー
キ
ョ
ー
」
の
Ｂ
面
。 

日
野
は
作
曲
家
一
ノ
瀬
義
孝
と
の
結
婚
を
機
に
一
時
期
引
退
、
家
庭
に
専
念
、
子
育
て
が 

 

一
段
落
し
、
歌
手
に
復
帰
し
た
が
、
昨
年
、
六
十
三
才
で
逝
去
し
た
。 

き
れ
い
な
月
が 

海
を
て
ら
し 

た
だ
ず
む
影
は 

砂
に
う
か
び 

あ
な
た
の
熱
い 

く
ち
づ
け
が 

つ
め
た
い
頬
に 

よ
み
が
え
る
の 

夏
の
思
い
出 

恋
し
く
て 

た
だ
一
人
だ
け
で
来
て
み
た
の
よ 

冬
の
浜
べ
は
さ
み
し
く
て 

よ
せ
る
波
だ
け
が 

さ
わ
い
で
い
た 

http://www6.airnet.ne.jp/manyo/main/nature/kaze.html
http://www6.airnet.ne.jp/manyo/main/poet/nakano.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%BE%B3%E5%B7%9D%E5%AE%B6%E5%BA%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A9%E6%AD%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%9F%8E
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B1%9F%E6%88%B8%E5%B9%95%E5%BA%9C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%BA%E5%8F%A3

